
（別紙様式１） 
 

平成２６年度「岐阜県ふるさと教育週間」実施報告書  
 
 

学 校 名 白川村立白川中学校 

実 施 期 間 平成２６年１１月２２日（土） 

 

実 施 概 要 

地域公開日 
・白川郷学園は「ふるさと白川郷に夢と誇りをもったひとりだちできる子
どもたち」を育てることを目指しており、そのためには地域の方と一緒
に取り組むことが必要であると考えた。 

・学園のことを知ってもらうために地域公開日を計画し、今後多くの方々
に学園に関わっていただく機会とした。 

・授業では郷土料理に挑戦したり、白川村総合計画へのプレゼンなどを行
ったりした。 

・小学校のクラブ活動の講師を地域の方が務める様子や中学生の合唱を披
露した。 

・中学生徒会による子ども未来会議において白川村の「結」（村にある相
互扶助制度）について地域の方と語り合った。 

 

実 施 内 容 

 学習・取組の分野 
  □自然   ■歴史   ■文化   □産業   □その他 

 公開の方法 
  ■授業公開 ■成果発表 ■交流活動 □講演会等 
 
  □地域行事等参加 □その他 

来 校 者 数 

保 護 者 ６０ 人 
計 １３０ 人 

地域関係者 ７０ 人 

 

実 施 状 況 

 地域公開日 
◇8:30～ 8:50  掃除公開 

9:00～ 9:45 小学校公開授業    ～ 9:50  中学校公開授業 
10:00～ 10:30  小学校クラブ活動公開  ～10:20  中学校合唱披露   

（講師は地域の方） 
  10:40～12:10  中学校「子ども未来会議」 
             （中学生が地域の方と白川村の未来について

語る） 

 

成果及び課題 

アンケートより 

・普段見れない学年も見せてもらいとても良かったです。クラブ活動も色々
あり楽しそうで、地域の講師の方も一生懸命でありがたいですね。（保
護者） 

・「子ども未来会議」の発想と活動に感動しました。子どもに負けていら
れない。（地域住民） 

・（未来会議で）大人の方の意見も聞けて本当に面白かった。もっといろ
んな方の意見もお聞きしたかった。学校や子どもたちがやっているから
こそ、こうして様々な方が来てくれたのだなと学校の可能性を感じまし
た。（地域住民） 

村民に学校での取組を紹介する場としては大変良い機会となった。今後
も地域の方が学校へ足を運び交流する機会を設けていきたい。 

 


